
研究機関名：旭川医科大学 
 
承認番号 17037 
課題名 血液製剤による HIV/HCV重複感染者の肝細胞癌(HCC)合併に関する全国調査 

研究期間 倫理委員会承認日～    2019 年 6 月 30 日 
研究の対象 本研究に参加する施設に 2019 年 3 月 31 日までに通院または入院した全ての

HIV/HCV 重複感染者で肝細胞癌を発症した症例を対象 
利用する試料・情報

の種類 
 
 

■診療情報（詳細：患者背景および血液生化学的データ、画像診断データ等） 
□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 
□血液 
□その他（ ） 
 

外部への試料・情報

提供 
□自施設のみで利用  
■多施設共同研究グループ内（提供先：長崎大学病院 移植・消化器外科）（提供

方法：郵送） 
□その他（提供先：     ）（提供方法：      ） 

研究組織 【研究統括責任者】 

長崎大学移植・消化器外科 教授 江口 晋 

【共同研究施設】 

東京医科大学 臨床検査医学分野 萩原 剛 

大阪医療センター 感染症内科 上平 朝子 

国立国際医療研究センター（ACC） エイズ治療・研究開発センター   

塚田 訓久 

北海道大学病院 血液内科 遠藤 知之 

奈良県立医科大学 感染症センター 古西 満 

仙台医療センター 感染症内科 伊藤 俊広 

広島大学病院 血液内科 齊藤 誠司 

国立病院機構九州医療センター 免疫感染症科 山本 政弘 

名古屋大学 消化器内科 林 和彦 

東京大学医科学研究所 感染免疫内科 鯉渕 智彦 

札幌医科大学 第一内科 池田 博 

弘前大学医学部附属病院 消化器血液内科 玉井 佳子 

横浜市立大学 リウマチ・血液・感染症内科 上田 敦久 

旭川医科大学病院 消化器・血液腫瘍制御内科 澤田 康司 

 

研究の意義、目的 目的：国内の HIV/HCV 重複感染者の HCC 合併例の現況を調査し、その特徴を明ら

かにします。 

意義：HIV/HCV重複感染者における HCCの特徴を明らかにすることにより、肝移植

複数施設研究用 



のみならず各種治療法の適応の参考になります。 

研究の方法 本研究に参加する施設に平成 31 年 3 月 31 日までに通院または入院した全ての

HIV/HCV 重複感染者で肝細胞癌を発症した症例を対象とし、研究対象者の患者背景

および血液生化学的データ、画像診断データを測定・解析し、HCV単独感染者との

相違を確認します。 
対照となる HCV 単独感染者で肝細胞癌を発症した症例については、同期間に長

崎大学病院に通院または入院した患者とします。 

その他  
お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がな

い範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さ

い。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記

の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあ

りません。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：研究責任者 

 〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東 2条 1丁目１－１ 

旭川医科大学 内科学講座 消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

助教 澤田康司 （連絡先：0166-68-2462 内線 2462） 

 

研究代表者： 

長崎大学病院 移植・消化器外科（第 2外科） 

移植・消化器外科 教授 江口 晋 

 
 


